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　戦争の悲惨さを将来に引き継ぐために…今年はもうひとつの被爆地・長崎へ派遣します

　非核平和推進事業に係る長崎への中学生派遣事業を実施

１　日　程 　平成２８年８月８日（月）～８月１０日（水）

２　目　的

　平成元年の「核兵器廃絶平和都市宣言」及び平成２１年の「平和市長会議（現：

平和首長会議）」加盟の理念に基づき，平成２６年度から中学生に実際の被爆地の

見学，平和祈念式典へ参列を通じて，被爆の実態や平和の大切さについて学習して

もらう事業を開始しました。

　本年度において  は，昨年度までの広島からもうひとつの被爆地・長崎を訪問する

事業として実施します。

３　内　容

【今後の予定】

　８月１日（月）１６時～１６時３０分

　　・第３回学習会（市役所３階庁議室）

　　・結団式（市長・教育長への出発報告）

　８月８日（月）～８月１０日（水）　派遣（長崎市）

　　・被爆体験者講話

　　・折り鶴の献納

　　・平和祈念式典参列（８月９日）

　　・長崎原爆資料館見学ほか

　派遣後（８月中）に事後学習会，その後各学校での報告会を行う

　全体報告会（市民向け）を実施（龍ケ崎市戦没者追悼式内を予定）

【派遣に向け，以下の内容をすでに実施】

　５月２３日（月）第１回学習会

　　・顔合わせ等

　７月１６日（土）第２回学習会

　　・長崎原爆被災写真展の見学等

４　参加者

　（対象者）

・市内中学校（６校）の生徒１２人

　（男女内訳）男７人・女５人

　（学年内訳）１年生８人・２年生１人・３年生３人

・随行３人（市人事行政課，指導課及び教員から１人ずつ）

　※今年度応募者総数は４１人

　　応募者多数であったため，学校ごとに参加者を抽選で決定

　（男女内訳）男２３人・女１８人

　（学年内訳）１年生２１人・２年生４人・３年生１６人

５　その他

・　随時，市公式サイト及びフェイスブックを利用して活動状況を報告・周知

・　市広報紙において，活動状況や生徒の感想等の記事をまとめて掲載予定

・　事業費：約１９５万円（旅費・通信運搬費・委託費など）

６　担当課

龍ケ崎市　総務部　人事行政課　法制・選挙グループ

　担当者：　落合（おちあい）　小室（こむろ）

　連絡先：　0297-60-1513（直通）　

―　人が元気　まちも元気　自慢したくなるふるさと　龍ケ崎　―


